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1. はじめに 

 私は、2020年 3月に岩手大学農学部で学

士課程を修了し、2020年 8月からアメリカ

合衆国・ミネソタ州に所在するミネソタ大

学ツインシティ校で Land and Atmospheric 

Science (LAAS) PhD program に在籍します。

同プログラムでは、土壌科学と精密農業を

中心に学習、研究する予定です。 

 この度、上記 PhD課程へ進学するにあた

り、幸運なことに FOSによる支援をしてい

ただけることになりました。とても優秀な

船井財団奨学生の皆さんの中で、私が読者

の方々に提供できるユニークな情報と言え

ば、地方国立大学生としての視点だと思い

ます。そこで、この第一回留学報告書では、

私が地方国立大学生として留学を考え始め

てから留学先大学に合格するまでの過程を

書かせていただきます。なお便宜上、以下

の段落において、海外教育研究機関で学位

取得を目指し学習、研究することを「（海

外）進学」、海外教育研究機関において学

位取得を伴わない学習、研究をすることを

「（海外）留学」とします。 

 

2. 米国大学院進学を志した経緯 

2-1. なぜ大学院へ進学するか 

 岩手大学への入学が決まった際に、父か

ら「理系大学へ進むなら大学院まで進学す

るほうが良い」と言われ、初めのうちは外

発的に大学院進学を志していました。ただ、

大学で勉学に励みながら進級するにつれ、

いつの間にか、大学 4 年間で学べることの

限界と、その不十分な知識をもって社会へ

出ることへの不安、一方で自らの専門分野

を仕事にしたいという思いから、父に言わ

れた言葉を理解し、自らの意思で大学院へ

の進学を決意しました。今では、大学院進

学への準備を通じて、大学院でやりたいこ

と、大学院卒業後にやりたいことが明確に

なり、またその実現に向けて少しずつ実力

と自信をつけています。 

 

2-2. なぜ米国大学院か 

 心機一転、高校では選択しなかった生物

分野の知識が必要となる岩手大学農学部に

入学した頃は、「農学の本場はアメリカ」

という必ずしも正しくない知識と幼少期か

らの日本人英語話者への憧れから米国大学

院進学を漠然と考えていました。転機が訪

れたのは、大学 2 年生の頃に精密農業に興

味を持ち始めたときでした。次世代の中心

農業技術として日本をはじめ多くの国で注

目を集め、さらに私が好きな土壌科学とも

密接に関与していることに強く惹かれまし

た。しかし、日本で精密農業を研究してい

る有名大学院は農業機械に重点をおいてお

り、土壌科学へ重点をおいて研究している

有名校を見つけることはできませんでした。

そこで世界に目を向けたとき、精密農業分

野の第一人者の一人で、土壌科学で学位を

取得された Dr. David Mullaが名門研究大学

ミネソタ大学の LAAS に在籍していると知

りました。これを機に LAAS への進学を目

指しはじめ、大学 3 年時には進学準備の一

環としてDr. Mullaの下で学生インターンシ

ップという形での留学をしました。この留

学中に知った教育研究設備や教員の充実度、

大学院生への好待遇、活気に満ち溢れた学

生などは、私のミネソタ大学への進学志望

をより確かなものにしました。 



3. 出願準備 

3-1. 海外留学（2017年 10月～2018年 9月） 

 ミネソタ大学への進学を実現するための

最善策として、まず頭に浮かんだのは、Dr. 

Mulla の下で学生インターンシップをする

ことでした。他の学生があまりやらない学

生インターンシップを通じて、進学に備え

精密農業や土壌科学などについて学び、ま

た私の情熱や能力、計画性などを示すこと

で第一志望校の先生方に顔と名前を覚えて

いただく以上に効果的な一手はないと考え

ました。岩手大学とミネソタ大学の間には

提携がなかったため、学生インターンシッ

プへ向けた交渉の際は Dr. Davidへ Emailで

熱意を伝え、またアメリカ人の友人も電話

にて掛け合ってくれました。 

 そして結果として、予想通り先生方に強

い印象を残すことができました。LAAS 

graduate program の共同監督者でもある Dr. 

Mullaから進学を歓迎していただき、3通必

要になる推薦状についても、1 通は Dr. 

Mulla、もう 1通は Dr. Nic Jelinskiに作成し

て頂けることになりました。 

 一方で、この留学は岩手大学を 3 年後期

から 1 年間休学して行いましたが、この 1

年間の休学がミネソタ大学合格の 1 つの鍵

だったと思います。岩手大学からミネソタ

大学への進学を目指すうえで最も悩まされ

たことは情報不足です。国際課をはじめ、

大学も最大限の協力をしてくれましたが、

海外大学院へ卒業生を輩出することが極め

て少ない大学から得られたのは非常に限ら

れた情報でした。この情報不足を補いなが

ら、所属大学での学業の水準を落とさず、

かつミネソタ大学などへの出願にも最大限

磨きをかけるうえで、1 年間の休学は不可

欠でした。 

 

3-2. 志望校選び 

      （2018年 10月～2019年 10月） 

留学を通して、第一志望のミネソタ大学

LAAS は精密農業と土壌科学を学ぶ上で最

高の環境であることを確信し、また合格へ

も十分な自信はありました。また、留学後

も連絡を取り続けていた Dr. Mulla から、

2020 年 9 月入学の学生向けの TA/RA 予算

を確保してあるという連絡もいただいてい

ました。ただし、万が一の場合に備えて、

その他 5校の PhD課程へも出願することに

しました。これら 5校については「25 Best 

Colleges for Precision Agriculture – 

PrecisionAg1」や Dr. Mulla からの助言、私

の学習・研究興味や各大学の教員へ尋ねた

2020 年度の TA/RA 予算など照らし合わせ

ながら合格難易度を散りばめて選出しまし

た。教員へ連絡を取る際は、メールに CV、

成績証明書、TOEFLスコアレポートなどを

添付しました。以下が、出願した全 6 校で

す。 

◼ University of Minnesota（第一志望） 

◼ Perdue University 

◼ Auburn University 

◼ University of Missouri 

◼ Washington State University 

◼ North Dakota State University 

 

3-3. TOEFL iBT & GRE 

（2018年 9月～2019年 9月） 

 まず、TOEFL iBTは 2018年 9月 15日と

2019年 4月 6日に計 2回受験しました。大

学 1 年生の頃から英語を継続的に学習して

ので、リーディングとリスニングのテスト

対策はしませんでした。一方で、ライティ

ングとスピーキングは TOEFL iBTの趣向に

沿った解答を求められるので、初回受験

（力試し）後の半年間で勉強しました。ラ

イティングは「まるわかり TOEFL iBTテス

ト ライティング」を使い、スピーキングは

YouTube に投稿されていた非公式の練習問

題を使いました（解答解説なし）。 

◆ 1回目: R27, L27, S22, W19 

◆ 2回目: R27, L28, S23, W24 

 次に、GREは 2019年 4月 5日と 2019年

9月 20日に計 2回受験しました。ミネソタ

大学大学院の歴代合格者のスコア平均とそ

＿＿＿＿＿ 

1. https://www.precisionag.com/market-

watch/25-best-colleges-for-precision-

agriculture/ 
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の分布をもとに目標点数を定め、日本人で

も高得点を狙うことができる Quantitative 

Reasoning を中心に、初受験（力試し）後

から Magooshで勉強しました。初回受験を

通じてGREはVerbal Reasoning とAnalytical 

Writing を中心に非常に難しく、短期間で

の大幅スコアアップを狙うことは困難とい

う入手情報が正しいことを体感したので、

GRE対策に半年間以上の時間を使わず、他

の申請要件に時間を使いました。 

◆ 1回目: V149, Q157, A3.0 

◆ 2回目: V149, Q162, A3.5 

 

3-4. 奨学金申請（2019年 7月～9月） 

 各志望校へ出願するための必須要件の準

備に意識が集中しすぎたあまり、任意であ

る奨学金申請の準備を始めるのが遅れてし

まいました。しかし思い返すと、船井奨学

金への合格が、志望校への合格をこれ以上

ないほどに後押ししてくれました。反省と

して、多くの奨学金の締め切りが6～9月で

あることを鑑みて、奨学金申請への準備は

上記のように 7 月ではなく、少なくとも 6

月、できることならば 5 月から始めるべき

だったと思います。 

● 奨学金申請書作成までの過程 

 まず船井財団の先輩方が運営するウェブ

サイト 2 や日米教育委員会の奨学金ウェブ

サイト 3 などを参考に、申請可能な奨学金

をリストアップしました。そして、これら

の奨学金の支援内容や奨学生交流イベント

をはじめ、財団の創設者や創設背景、歴史、

求めている人材などについても隅々まで調

べ、自分に合った奨学金を 4 つ選びました。

申請書を作成する際は、専門外の方が読ん

でもわかるように配慮しつつ、自分の学

習・研究興味や将来像について、噓偽りの

ない範囲で財団のビジョンへ寄せるように

心がけました。また、第一志望だった船井

財団への申請書作成に向けては、2018年の

FOS 奨学生で、ミネソタ大学大学院に在籍

していらっしゃる佐藤わかなさんに連絡を

取りアドバイスをいただきました。ありが

とうございました。 

● 面接準備 

 私が面接を受けた財団は船井財団だけで

す。財団選考員の一人の益田先生がブログ

にて、面接時に質問することは事前に決め

ていないと書かれていました。そこで、船

井財団奨学生の方々がインターネット上で

共有されていた質問内容や佐藤わかなさん

からお聞きした質問内容、そして私の申請

書を参考に、友人からあらゆる質問を受け、

それらに答えるという面接練習をしました。 

私が申請した奨学金とその合否は以下の通

りです。 

◼ 船井情報科学振興財団   

―合格 

◼ 中島記念国際交流財団   

―書類審査不合格 

◼ 伊藤国際教育交流財団   

―書類審査不合格 

◼ JASSO海外留学支援制度  

―書類審査合格 

→FOS奨学金合格のため面接辞退 

 

3-5. エッセイ（2019年 10月～11月） 

● Statement of Purpose 

 ミネソタ大学向けの SOP作成では、留学

中に友達になり、現在も LAAS プログラム

在籍中のアメリカ人学生が出願時に提出し

た SOPを参考にしました。幼少期から年代

順に、どのような経緯で専門である精密農

業・土壌科学に辿り着き、また、どのよう

な準備をしてきたかについて書きました。

また、FOS 奨学金獲得とその支援内容につ

いても明記しました。他の志望校向けの

SOP は時間の都合上、ミネソタ大学への

SOPを部分的に編集して完成させました。 

● Diversity Statement 

 ミネソタ大学、パデュー大学、ノースダ

コタ州立大学へは、多様性エッセイの提出

も出願要件に含まれていました。そこで、

＿＿＿＿＿ 
2. 塚本紘康さんのウェブサイト 

   https://usphdlife.com/scholarship/ 

   馬渕祐太さん・佐藤わかなさんらのウェブサイト 

  https://hokudaikaigaigrad.wixsite.com/support/blank-rzg0d 

 

3. 日米教育委員会ウェブサイト 

  https://www.fulbright.jp/study/directory/shokin_c.html 
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LAAS ウェブサイト上の Tips を参考にミネ

ソタ大学への多様性エッセイを作成し、こ

れを編集して残り 2 校の大学向けの多様性

エッセイも完成させました。各添削と指導

は岩手大学所属のアメリカ人教員と財団選

考員の一人の加藤先生にしていただきまし

た。ありがとうございました。 

 

3-6. 推薦状原稿（2019年 11月） 

 前述のように、ミネソタ大学 LAAS での

1年間の学生インターンシップの際に、2名

の教員から推薦状をいただく約束を既に取

り付けていたので、必要な推薦状は残り 1

通でした。この一通は、岩手大学で所属し

ていた学科の学科長に頂くことになりまし

た。そこで、財団選考員の加藤先生の心強

いご指導の下、学科長へ推薦状原稿を提出

しました。推薦状原稿内では、学部時代の

活躍を定量的・具体的に表現すること 4 を

徹底しました。協力いただいた先生方、あ

りがとうございました。 

 

3-7. 成績証明書と CV 

 GPAは 4年前期終了時 3.54で、できる限

りの努力はしたので満足でした。CV は、

インターネット上で見つけたテンプレート

を参考に作成し、岩手大学所属のアメリカ

人教員に確認、訂正していただきました。

また、加藤先生のアドバイスを参考に、

CV でも FOS 奨学金合格の旨を忘れずに記

載しました。 

 

4. 出願結果 

 以下が出願結果になります。 

◼ University of Minnesota 

―PhD合格 進学決定 

◼ Perdue University 

―教員から面接のお誘い 

 第一志望合格のため辞退 

◼ Auburn University 

―PhD合格 

◼ University of Missouri 

―MS合格 

◼ Washington State University 

―PhD合格 

◼ North Dakota State University 

―教員からの面接のお誘い 

 第一志望合格のため辞退 

・詳細 

 合格と共に RAのオファー 

University of Minnesota 

Washington State University 

 入学意思表明後に RA/TAオファー詳細 

 Auburn University 

 RA/TAオファーなし 

 University of Missouri 

 

5. 結びと謝辞 

 出願先すべての学校から高評価を頂くこ

とができ、非常に嬉しかったです。米国大

学院進学に向けた道程を改めて振り返ると、

確かに、地方国立大学生としては馴染みの

ない米国大学院進学を目指すことで、情報

不足や孤独感のような苦労はありました。

しかし海外留学時をはじめ、常に金銭的、

精神的な支援を続けてくれた両親や、励ま

し、協力し合いながら大学生活を共にした

友人、また導き手となってくださった教員

の方々がいて初めて米国大学院進学へ向か

ってひた走り、また実現することができま

した。改めて感謝申し上げます。そして、

この与えていただいた機会を用い、計画し

実行することでミネソタ大学という素晴ら

しい学校に合格したことを誇りに思うとと

もに、支援したくださった方々に良い知ら

せを届けることができ幸せです。 

 そして、これから博士号取得に向けた長

く厳しい挑戦が始まります。気を引き締め

なおし、持ち前の計画・実行力と根性で乗

り越えていこうと思います。最後になりま

すが、奨学金給付を始め、多岐にわたり多

大なご支援を頂いております船井財団に感

謝を申し上げます。財団選考員の方々をは

じめ財団関係者の皆様のご指導はこの上な

く心強く、また優秀な財団奨学生の存在に

大きく鼓舞されています。私も財団奨学生

＿＿＿＿＿ 

4. 効果的な推薦状を書いてもらうために 

  ―加藤雄一郎先生 

http://katogroup.riken.jp/pdfs/kakehashi2015-02-p10.pdf 
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として世界で活躍するべく精進していきま

すので、今度とも何卒宜しくお願い致しま

す。そして、最後にお知らせです。米国大

学院進学を志望している地方国立大学生を

メインターゲットに情報提供することなど

を目的に、YouTube にて活動し始めました。

各種質問や動画リクエストなども受け付け

ておりますので、ご利用ください。 

https://www.youtube.com/channel/UCHnAxBj

C2bQYYwc5g1X4d4w 

 

以 上 
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